
辞　
と　
当　
協　
会　

へ　
の　
期　
待　
と　

抱　
負　
な　
ど　
に　

つ　
い　
て　
語　
っ　

て　
い　
た　
だ　
き　

ま　
し　
た　
。　
学　

会　
は　
、　
木　
村　

佑　
介　
学　
会　
長　

講　
演　
（　
次　
頁　

に　
概　
略　
を　
報　

告　
）　
か　
ら　
始　

ま　
り　
、　
慶　
應　

義　
塾　
大　
学　
商　

学　
部　
教　
授　
権　
丈　
善　
一　
氏　
の　
基　
調　
講　
演　
と　
進　
行　

し　
て　
行　
き　
ま　
し　
た　
が　
、　
本　
学　
会　
は　
、　
こ　
れ　
ま　

で　
開　
催　
さ　
れ　
て　
来　
た　
学　
会　
と　
は　
様　
相　
を　
一　
変　

す　
る　
も　
の　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

そ
の
第
一
は
、
学
会
の
開
催
に
際
し
て
、

い
つ
も
課
題
と
な
っ
て
来
ま
し
た
参
加
者
の

動
員
数
で
す
。
こ
れ
ま
で
約
四
百
名
前
後
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
も
の
が
、
今
回
は
五
百
十

名
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、
い
ず

れ
の
会
場
も
終
始
一
杯
の
参
加
者
で
埋
め
つ

く
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
は
、
多
数
の
演
題
応
募
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
演
題
発
表
は
、
五
テ
ー
マ
ぐ
ら
い
に

発
表
テ
ー
マ
を
決
め
て
演
題
募
集
を
行
っ
て

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会

式
の
翌
日
、　平
成
二
十
二
年
二
月
十
四
日　（
日
）　

木
村
佑
介
学
会
長
の
下
、　
第
五
回
東
京
都
病

院
学
会
が
、　
東
医
健
保
会
館
全
館
を
借
り
切

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先

立
ち
木
村
学

会
長
の
開
会

挨
拶
で
は
、

本
学
会
主
題

に
も
唱
わ
れ

て
い
る
通
り

「
医
療
再
生
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
│
現

実
を
踏
ま
え
て
│
」
と
し
て
「
病
院
の
医
療

現
場
に
し
っ
か
り
と
足
を
踏
ま
え
て
、
そ
こ

か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
足
が
か
り
に
な
る

よ
う
な
充
実
し
た
有
意
義
な
学
会
に
し
た

い
」
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。来　

賓　
に　
は　
、　
休　
日　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
東　
京　

都　
福　
祉　
保　
健　
局　
技　
監　
櫻　
山　
豊　
夫　
氏　
と　
東　
京　
都　

医　
師　
会　
会　
長　

鈴　
木　
聰　
男　
氏　

の　
お　
二　
人　
に　

ご　
列　
席　
い　
た　

だ　
き　
、　
本　
学　

会　
開　
催　
の　
祝　
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い
ま
し
た
が
、
今
回
は
病
院
の
各
部
門
別
を

対
象
に
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
も
自
由
に
発
表
す

る
形
式
に
変
更
し
た
た
め
、
六
十
演
題
を
超

え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
新
た
に
二
十
三
題
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

第
三
は
、
こ
れ
ま
で
の
演
題
発
表
の
座
長

は
、
当
協
会
役
員
が
担
当
し
て
来
ま
し
た
が
、

今
回
は
、
各
部
門
の
専
門
職
員
に
も
座
長
に

加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
院
の
各
部

門
に
つ
い
て
、
よ
く
知
り
つ
く
し
て
い
る
逸

材
が
担
当
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
発
表
後
の

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
よ
り
具
体
的

で
親
し
み
や
す
い
演
題
発
表
と
な
り
ま
し

た
。そ

の
他
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
現
在
、
課

題
と
な
っ
て
い
る
救
急
医
療
の
「
た
ら
い
ま

わ
し
」
な
ど
も
含
む
救
急
医
療
体
制
の
あ
り

方
、
今
後
の
対
応
等
を
中
心
に
座
長
猪
口
正

孝
（
平
成
立
石
病
院
理
事
長
）
、
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
有
賀
徹
氏
（
昭
和
大
学
病
院
副
院
長
）、

飯
田
達
能
氏
（
永
生
病
院
院
長
）、
櫻
井
幸

枝
氏
（
都
福
祉
保
健
局
医
療
政
策
部
医
療
改

革
推
進
担
当
課
長
）
、
築
山
節
（
北
品
川
病

院
院
長
）、
内
藤
誠
二
（
内
藤
病
院
理
事
長
）

の
六
名
に
よ
っ
て
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
の
病
院
数
、
病
床
数
は
全
国
一
で
す

が
、
人
口
十
万
人
比
で
は
全
国
水
準
を
大
幅

に
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
民
の
急
速

な
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
限
ら
れ
た

医
療
資
源
で
、
都
民
が
安
心
で
き
る
医
療
体

制
を
確
保
す
る
に
は
、
実
態
に
即
し
た
医
療

連
携
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
終
始
す
る
厳
し
い
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
学
会
と

は
、
様
相
が
一
変
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
展
開
と

な
っ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
の
会
場
も
熱
気
に

あ
ふ
れ
た
充
実
し
た
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
の
学
会
開
催
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

理事会報告（2月）

平成2 1年度の臨時総会が、平成2 2年3月1 6日午後8時より、東

京都医師会館　3 0 7会議室にて、平成2 2年度事業計画及び予算案

他を議案として開催することが承認されました。

区東北部医療圏による初の地区懇談会が、1月2 2日に東京都医

師会館で行われました。参加した理事からは、「病院同士が集ま

って意見交換を行なう場がなかったので、いい機会ができた。」

「協会がまとまるためにはいい企画であった。」との感想が述べ

られ、有意義な会となりました。総務委員長より、今後、4月以

降に開催を予定している地区懇談会には、当該地区の理事病院

以外の会員病院の参加も薦めていきたい、との意向が示されま

した。

東京都医師会より、地域医療における連携推進のためには、診

療所、病院そして行政の3者の協力が不可欠であるとして、「地域

医療連携推進協議会(仮称)」設置の提案がありました。協議会を

発足するにあたり、当協会より安藤副会長、稲波副会長、猪口総

務委員長の3名が委員として推薦・参加することとしました。

他に「第2 1回日本在宅医療学会学術集会」の後援名義の使用

について承認しました。

学会長 木村 佑介櫻山 豊夫氏

権丈 善一教授 鈴木 聰男氏
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講
演
は
ま
ず
、「
現
在
の
中
小
病
院
の
現

状
は
①
療
養
病
床
の
再
編
、
医
療
機
能
強
化

型
の
老
人
保
健
施
設
の
転
換
促
進
へ
の
政
策

誘
導
、
②
七

一
看
護
の
創
設
に
よ
る
看
護

師
不
足
、
③
新
医
師
臨
床
研
修
制
度
に
よ
る

大
学
病
院
医
局
の
医
師
引
き
揚
げ
、
④
医
師

不
足
（
偏
在
で
は
な
い
絶
対
数
の
不
足
）
、

⑤
医
療
法
人
制
度
の
再
編
」
に
課
題
が
あ
る

と
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
「
地
域
医
療
再
生

の
三
つ
の
鍵
と
し
て
①
医
療
と
診
療
科
の
問

題
、
②
施
設
の
役
割
、
③
患
者
さ
ん
（
住
民
）

の
役
割
」
が
重
要
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

医　
療　
と　
診　
療　
科　
の　
問　
題　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
外　

科　
、　
産　
婦　
人　
科　
を　
除　
い　
て　
医　
師　
数　
は　
年　
々　
増　

え　
て　
い　
る　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
外　
科　
と　
産　
婦　

人　
科　
の　
医　
師　
は　
減　
り　
続　
け　
て　
い　
る　
。　
そ　
の　
医　

療　
現　
場　
の　
実　
状　
は　
、　
他　
の　
診　
療　
科　
に　
較　
べ　
て　

過　
酷　
な　
状　
況　
に　
追　
い　
や　
ら　
れ　
て　
い　
る　
。　
一　
日　

も　
早　
い　
改　
善　
の　
必　
要　
性　
を　
強　
調　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

第
二
の
施
設
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
昨
今

の
厳
し
い
医
療
崩
壊
は
、
病
院
医
療
の
崩
壊

で
あ
る
と
し
て
、
勤
務
医
と
開
業
医
と
の
賃

金
格
差
是
正
を
早
急
に
進
め
た
上
で
、
本
来

あ
る
べ
き
開
業
医
の
役
割
を
果
す
べ
き
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
病
院
は
、
医
師
も
含
め
て
病
院
職

員
の
約
七
十
六
％
が
女
性
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
病
院
に
お
け
る
女
性
の
職
場
環
境
の
改

善
「
子
育
て
支
援
」「
親
の
介
護
支
援
」
な

ど
女
性
を
大
切
に
す
る
職
場
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

第　
三　
の　
患　
者　
さ　
ん　
の　
役　
割　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
病　

院　
は　
本　
当　
に　
病　
気　
で　
困　
っ　
て　
い　
る　
人　
を　
受　
け　

入　
れ　
る　
施　
設　
で　
あ　
る　
に　
も　
か　
か　
わ　
ら　
ず　
、　
そ　
う　

い　
っ　
た　
こ　
と　
を　
良　
く　
考　
慮　
し　
な　
い　
で　
通　
院　
し　

て　
来　
る　
人　
が　
増　
え　
続　
け　
て　
い　
る　
実　
状　
に　
対　
し　

て　
、　
高　
い　
診　
療　
費　
、　
一　
回　
四　
千　
円　
と　
か　
五　
千　
円　

を　
徴　
収　
す　
べ　
き　
だ　
と　
の　
具　
体　
的　
な　
指　
摘　
も　
あ　

り　
ま　
し　
た　
。　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
医
療
提
供
者

と
患
者
さ
ん
と
の
連
帯
感
の
醸
成
と
患
者
さ

ん
の
医
療
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と

が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
医
療
提
供
者
側

か
ら
本
来
医
療
機
関
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
医
療
者
や
医

療
機
関
に
は
、
住
民
や
社
会
の
信
頼
と
安
心

を
提
示
す
る
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
と
し
て

「
神
様
、
変
え
ら
れ
な
い
も
の
を
受
け
入
れ

る
心
の
静
け
さ
と
、
変
え
ら
れ
る
も
の
を
変

え
る
勇
気
と
、
そ
の
両
者
を
見
分
け
る
英
知

を
私
に
与
え
て
下
さ
い
」
（
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル

ド
・
ニ
ー
バ
ー
）
と
の
言
葉
を
引
用
し
て
、

「
リ
ー
ダ
ー
は
知
恵
だ
け
で
な
く
、
実
行
す

る
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
こ
と

を
強
調
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

演題「地域医療再生
三つの鍵」

学会長講演（抜粋）

学会長　木村 佑介
（東京都病院協会常任理事

／佑和会木村病院理事長）
木村佑介

一
月
二
十
二
日
（
金
）
第
一
回
東
京
都
病

院
協
会
会
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
東
京
都
病
院
協
会
（
以
下
都
病
協
）
に

は
、
三
百
五
十
五
病
院
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
会
員
病
院
間
の
話
し

合
い
の
場
が
持
た
れ
る
こ
と
は
な
く
、
事
務

連
絡
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
講
習
会
、
な
ど

を
介
し
て
の
結
び
付
き
に
終
始
し
て
い
た
嫌

い
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
地
域
医
療
と
い
う

こ
と
が
頻
り
に
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
地
域
の
病
院
は
ど
の
よ
う
な

意
図
を
も
っ
て
行
動
し
て
い
る
の
か
、
都
病

協
へ
の
提
言
や
訴
え
は
、
い
か
な
る
も
の
が

あ
る
の
か
、
な
ど
実
際
に
一
堂
に
会
し
話
し

合
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

声
が
理
事
会
で
挙
が
り
、
早
速
実
行
に
移
す

こ
と
と
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
経
緯
で
す
。

そ
こ
で
、
取
り
敢
え
ず
保
健
医
療
計
画
の

二
次
保
健
医
療
圏
区
割
り
に
沿
っ
て
懇
談
会

を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
区
東
北
部
医
療
圏

（
足
立
区
、
荒
川
区
、
葛
飾
区
）
を
第
一
回

目
と
し
、
今
後
順
次
島
し
ょ
を
除
く
十
二
医

療
圏
を
網
羅
す
る
予
定
で
す
。

懇
談
会
に
は
、
会
長
あ
る
い
は
副
会
長
が

必
ず
参
加
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
以
外
の
理

事
の
参
加
も
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
の

参
加
は
、
九
病
院
、
都
病
協
か
ら
は
安
藤
、

崎
原
両
副
会
長
と
中
西
渉
外
・
広
報
・
会
員

組
織
委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

当
日
、
俎
上
に
上
っ
た
議
題
は
二
次
医
療

圏
に
関
す
る
こ
と
が
殆
ど
を
占
め
ま
し
た
。

以
下
列
記
し
ま
す
と
、

一
、
区
東
北
部
医
療
圏
の
問
題
点

二
、
医
療
圏
内
で
の
連
携
強
化
　

三
、
行
政
も
し
く
は
東
京
都
医
師
会
か
ら
の

情
報
提
供

四
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
、
新
興
感
染

症
へ
の
対
応

五
、
そ
の
他

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
に
関
し
て
は
│

・
医
療
圏
自
体
が
東
京
都
の
地
域
保
健
医
療

計
画
の
病
床
規
制
を
目
的
に
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
地
域
や
医
療
機
関
を
考
慮
し
た
二

次
医
療
圏
と
は
い
え
な
い
。

・
地
域
が
細
分
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
二
次
医

療
圏
で
の
連
携
は
逆
に
難
し
い
。

・
十
三
医
療
圏
を
二
、
三
分
割
の
大
医
療
圏

へ
再
編
が
望
ま
し
い
。

・
都
市
工
学
、
交
通
網
、
人
口
動
態
（
年
齢

別
）
に
配
慮
し
、
機
能
を
中
心
と
し
た
医
療

連
携
東
京
ル
ー
ル
を
検
討
し
、
一
定
の
ル
ー

ル
の
基
で
、
各
医
療
機
関
が
個
々
に
連
携
し

て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

二
、
に
関
し
て
は
│

・　
救　
急　
に　
お　
け　
る　
東　
京　
ル　
ー　
ル　
に　
参　
加　
す　
る　

に　
は　
、　
医　
療　
従　
事　
者　
（　
医　
師　
、　
看　
護　
師　
）　
を　

さ　
ら　
に　
増　
員　
し　
て　
配　
置　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
ず　
、　

参　
加　
は　
困　
難　
。　
二　
次　
指　
定　
救　
急　
医　
療　
機　
関　
が　

選　
定　
困　
難　
患　
者　
以　
外　
の　
救　
急　
患　
者　
受　
け　
入　
れ　

を　
積　
極　
的　
に　
行　
う　
こ　
と　
で　
、　
都　
立　
病　
院　
に　
ゆ　

と　
り　
を　
も　
た　
ら　
し　
、　
選　
定　
困　
難　
患　
者　
は　
都　
立　

病　
院　
に　
引　
き　
受　
け　
て　
も　
ら　
う　
の　
が　
理　
想　
で　
あ　

り　
、　
今　
後　
働　
き　
か　
け　
て　
ゆ　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　

三
、
に
関
し
て
は
│

・
各
種
申
請
に
関
し
、
事
前
説
明
が
な
く
、

締
切
期
日
を
以
っ
て
提
示
し
て
く
る
の
で
対

応
に
困
難
を
生
じ
て
い
る
。
報
道
等
を
介
し

東
京
都
病
院
協
会

会
員
懇
談
会
始
ま
る

ー
区
東
北
部
医
療
圏

（
足
立
区
、　荒
川
区
、　葛
飾
区
）　ー
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佐
々
英
達
先
生
を
悼
む

東
京
都
病
院
協
会

会
長
　
河
北
博
文

今
か
ら
二
十
六
年
前
の
六
月
に
、
わ
が
国

の
病
院
医
療
を
も
っ
と
豊
か
な
も
の
に
し
た

い
と
集
ま
っ
た
若
手
の
病
院
人
の
中
に
、
今

日
に
至
る
ま
で
、
志
を
同
じ
く
し
活
動
し
て

き
た
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人

が
佐
々
英
達
先
生
で
し
た
。

「
病
院
経
営
や
医
療
政
策
な
ん
て
一
番
苦

手
な
ん
だ
け
ど
」
と
言
う
佐
々
先
生
に
私
が

お
声
を
か
け
、
無
理
に
参
加
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
温
厚
な
お
人
柄
は
全
員
の
気

持
ち
を
ま
と
め
て
い
く
に
は
無
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
あ
り
、
あ
ま
り
多
く
は
な
い
一

言
一
言
が
極
め
て
本
質
を
つ
い
て
い
た
も
の

で
し
た
。
こ
の
集
ま
り
は
、
現
在
の
東
京
都

病
院
協
会
の
中
核
と
な
り
、
さ
ら
に
は
全
日

本
病
院
協
会
の
活
力
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

佐
々
先
生
は
、
人
に
押
さ
れ
て
全
日
本
病
院

協
会
の
会
長
を
八
年
な
さ
い
ま
し
た
。
佐
々

先
生
の
人
格
と
見
識
の
高
さ
に
は
、
い
つ
も

頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。

私
ご
と
で
す
が
、　
東
京
大
学
医
学
部
病
理

学
教
室
の
大
先
輩
で
い
ら
し
た
平
福
一
郎
先

生
、　
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
病
理
学
影
山
圭

三
教
授
、　
そ
し
て
私
の
両
親
も
、　
佐
々
先
生
と

は
、　
と
て
も
親
し
い
間
柄
で
あ
り
、　
勉
学
、　
野

球
、　
ゴ
ル
フ
な
ど
思
い
出
話
は
つ
き
ま
せ
ん
。

私
も
狭
山
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
佐
々
先
生
の

右
側
の
林
の
上
か
ら
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ
に
戻
る

大
き
な
フ
ッ
ク
ボ
ー
ル
が
今
で
も
目
に
浮
か

び
ま
す
。
佐
々
先
生
は
、
二
〇
〇
八
年
佐
々

総
合
病
院
一
〇
〇
周
年
を
お
祝
い
し
な
が
ら

も
、
病
院
の
行
く
末
を
、
と
て
も
気
に
か
け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
病
院
は
新
し

い
体
制
の
も
と
、
し
っ
か
り
し
た
将
来
像
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
見
届
け
て
お
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、　
こ
ん
な
に
良
い
方
が
早

く
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
、　
と
て
も
残
念
に
思

い
ま
す
。
東
京
の
仲
間
た
ち
一
同
に
な
り
代

わ
り
ま
し
て
、
こ
こ
に
佐
々
先
生
の
ご
冥
福

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
々
総
合
病
院
元
理
事
長
で
あ
り
当
協

会
現
監
事
の
佐
々
英
達
先
生
が
二
月
三
日

午
後
二
時
十
五
分
に
急
性
腎
不
全
の
た
め

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
先
生
に
は
協
会
発
足
時
よ
り
、
当

協
会
の
運
営
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
河
北
博
文
会
長
に
よ
る
弔

辞
（
要
旨
）
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
で
の
役
歴

平
成
九
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
一
年
三
月
三
十
一
日
常
任
理
事

平
成
十
一
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日
理
事

平
成
十
五
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
理
事

平
成
十
七
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
理
事

平
成
十
九
年
四
月
一
日
〜

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
監
事

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
〜

現
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
監
事

故佐々英達氏

て
で
も
良
い
が
情
報
公
開
に
つ
い
て
検
討
し

て
ほ
し
い
。
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
東
京
都
病

院
協
会
に
窓
口
を
作
る
こ
と
を
要
望
中
）

四
、
に
関
し
て
は
│

医　
療　
機　
関　
が　
受　
け　
取　
っ　
た　
ワ　
ク　
チ　
ン　
の　
医　

療　
機　
関　
に　
よ　
る　
買　
い　
取　
り　
は　
止　
め　
、　
余　
分　
と　

な　
っ　
た　
も　
の　
に　
つ　
い　
て　
は　
引　
き　
取　
り　
を　
希　
望　
。　

五
、
に
関
し
て
は
│

理
事
会
で
も
報
告
し
ま
し
た
通
り
、
今
回

の
懇
談
会
は
、
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と

の
意
見
が
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
行
く
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

他
の
医
療
圏
に
お
い
て
も
積
極
的
に
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

一
月
二
十
八
日
、
診
療
情
報
管
理
勉
強
会

第
九
回
全
体
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

前
半
は
各
分
科
会
の
活
動
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
分
科
会
は
、
参
加
施
設
が
持
ち
寄

っ
た
平
成
二
十
一
年
七
月
度
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
様
式

一
の
病
名
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
詳
細
不
明
コ

ー
ド
（

コ
ー
ド
）
の
割
合
と
そ
の
内
訳
に

つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

入
門
・
基
礎
分
科
会
は
病
院
機
能
評
価
総
合

版
評
価
項
目

を
用
い
て
自
施
設
の
診
療

記
録
管
理
の
現
状
を
把
握
し
、
問
題
点
の
抽

出
と
そ
の
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、「

診
療
記
録
が
必
要
時
に
迅
速

に
提
供
さ
れ
て
い
る
」
の
評
価
項
目
に
つ
い

て
の
各
施
設
の
現
状
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

統
計
分
科
会
は
、
自
施
設
の
サ
ン
プ
ル
デ

ー
タ
を
利
用
し
て
実
際
に
統
計
表
を
作
成
し
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
標
準

的
な
統
計
の
作
成
法
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

後
半
の
講
演
会
で
は
日
本
大
学
医
学
部

社

会
医
学
系

医
療
管
理
学
分
野

准
教
授
の
梅

里
良
正
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
「
病
院
機

能
評
価

に
つ
い
て
〜
診
療
情
報
管
理
の

た
め
に
必
要
な
医
療
機
能
評
価
の
知
識
〜
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
、
診
療
情
報
管
理
関
連
評
価
項
目
の
概

要
、
二
、
診
療
録
の
管
理
、
三
、
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
管
理
、
四
、
診
療
情
報
の
管
理

に
つ
い
て
、
と
く
に
診
療
情
報
管
理
に
関
す

る
「

情
報
管
理
」、「

診
療
記
録
の
管

理
」、「

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
」
の
関
係

と
相
違
の
観
点
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
の
う
ち
主
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
Ｑ

「
サ
マ
リ
ー
完
成
率

の
具
体
的
な
数
値
が
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、

実
際
の
審
査
で
は
ど
の
程
度
が
求
め
ら
れ
る

か
？
」
Ａ

「
記
載
率
は
百
％
を
求
め
る
が
、

一
冊
で
も
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
認
定
さ
れ

な
い
と
い
う
よ
う
な
評
価
は
し
て
い
な
い
。

病
院
の
規
模
や
機
能
な
ど
に
よ
っ
て
も
厳
し

さ
は
変
わ
る
。」
Ｑ

「

ま
で
は
診
療

情
報
管
理
担
当
者
は
業
務
の
七
十
％
が
そ
の

業
務
に
携
わ
っ
て
い
れ
ば
よ
し
と
さ
れ
て
い

た
が
、

で
は
最
低
一
人
は
有
資
格
者
が

必
要
と
あ
る
。
診
療
情
報
管
理
士
の
立
場
が

変
わ
っ
た
の
か
？
」
Ａ

「
専
従
・
専
任
の

別
は
、

で
も

で
も
規
定
さ
れ
て

い
な
い
。
診
療
の
情
報
は
、
病
院
経
営
の
基

盤
で
あ
り
、
そ
れ
に
携
わ
る
職
種
は
診
療
情

報
管
理
士
が
適
任
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
点

に
期
待
し
て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
回
は
四
月
十
三
日
の
予
定
で
す
。
新
規

の
入
会
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

診
療
情
報
管
理
勉
強
会

第
九
回
全
体
会
報
告
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【
調
査
対
象
】

調
査
は
会
員
病
院
三
百
四
十
八
病
院
を
対

象
に
、
百
十
九
病
院
か
ら
回
答
が
あ
っ
た

（
回
収
率

三
十
四
・
二
％
）。

【
七
十
二
時
間
要
件
の
充
足
状
況
】

毎
月
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
回
答
し
た

病
院
は
六
十
六
病
院
（
五
十
五
・
五
％
）
、

一
割
未
満
だ
が
要
件
を
満
た
さ
な
い
月
が
あ

る
と
回
答
し
た
病
院
は
四
十
病
院
（
三
十

三
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。
理
由
は
、
勤
務
者

の
急
な
欠
勤
が
二
十
五
病
院
（
六
十
二
・

五
％
）
で
あ
っ
た
。

将
来
的
な
展
望
で
は
、
満
た
せ
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
と
回
答
し
た
病
院
は
六
十
病

院
（
五
十
・
四
％
）
で
、
そ
の
理
由
（
複
数

回
答
）
は
「
看
護
職
員
･
要
員
の
不
足
」
が

四
十
四
病
院
（
五
十
一
・
二
％
）、「
夜
間
勤

務
可
能
者
の
不
足
」
が
四
十
病
院
（
四
十

六
・
五
％
）
で
あ
っ
た
。

日
勤
の
み
の
看
護
師
の
採
用
に
関
し
て

は
、　
現
場
が
回
ら
な
い
た
め
に
や
む
な
く
採

用
し
て
い
る
と
回
答
し
た
病
院
が
七
十
四
病

院　
（
六
十
二　
・　
二
％
）、　
採
用
を
控
え
て
い
る
病

院
は
三
十
病
院　
（
二
十
五　
・　
二
％
）　
で
あ
っ
た
。

七
十
二
時
間
に
対
す
る
負
担
感
は　
「
大
い

に
あ
る
」　
が
十
一
病
院　
（
九　
・　
二
％
）　
と　
「
あ
る
」　

が
五
十
九
病
院　
（
四
十
九　
・　
六
％
）　
で
負
担
を

感
じ
て
い
る
病
院
が
半
数
を
超
え
て
い
る
。

【
七
十
二
時
間
以
内
に
す
る
た
め
の
工
夫
】

月
平
均
夜
勤
時
間
の
計
算
単
位
で
は
「
一

ヶ
月
単
位
」
が
八
十
一
病
院
（
六
十
八
・

一
％
）
で
「
四
週
間
単
位
」
が
三
十
六
病
院

（
三
十
・
三
％
）
で
あ
っ
た
。

夜
勤
専
従
者
の
配
置
に
つ
い
て
は
「
配
置

し
て
い
る
」
が
八
十
一
病
院
（
六
十
八
・

一
％
）
で
「
配
置
し
て
い
な
い
」
が
三
十
六

病
院
（
三
十
・
三
％
）
で
あ
っ
た
。

看
護
職
員
の
「
早
番
」「
遅
番
」
の
有
無

に
つ
い
て
は
「
あ
る
」
が
七
十
二
病
院
（
六

十
・
五
％
）
、
看
護
補
助
者
は
「
あ
る
」
が

八
十
四
病
院
（
七
十
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。

夜
勤
時
間
帯
の
変
更
の
実
施
に
関
し
て
は

「
な
し
」
と
の
回
答
が
百
九
病
院
（
九
十

一
・
六
％
）
で
あ
っ
た
。

看
護
人
員
が
入
院
基
本
料
ぎ
り
ぎ
り
の
病

院
は
、
夜
勤
可
能
者
が
少
な
く
、
急
な
欠
勤

や
産
休
な
ど
が
あ
り
、
継
続
し
て
七
十
二
時

間
要
件
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
こ

と
が
わ
か
る
。

【
当
直
確
保
の
た
め
の
手
当
】

当
直
可
能
な
看
護
師
を
確
保
す
る
た
め
に

基
本
給
や
当
直
手
当
な
ど
で
日
勤
看
護
師
と

の
差
別
化
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

差
を
つ
け
て
い
な
い
と
回
答
し

た
病
院
が
七
十
二
病
院
（
六

十
・
五
％
）
、
差
別
化
し
て
い

る
病
院
は
四
十
五
病
院
（
三
十

七
・
八
％
）
で
あ
っ
た
。

金
額
で
は
月
額
で
「
一
万
円

〜
三
万
円
」
が
最
も
多
く
十
八

病
院
（
四
十
・
〇
％
）
で
あ
っ

た
。

【
七
十
二
時
間
要
件
は
看
護

師
の
労
働
条
件
の
改
善
に

な
っ
て
い
る
か
】

「　
な　
っ　
て　
い　
な　
い　
と　
思　
う　
」　
が　

四　
十　
二　
病　
院　
（　
三　
十　
五　
・　
三　
％　
）　、　

「　
逆　
に　
悪　
く　
な　
っ　
て　
い　
る　
と　
思　

う　
」　
が　
二　
十　
五　
病　
院　
（　
二　
十　
一　
・　
〇　
％　
」　
と　
半　
数　

以　
上　
が　
改　
善　
に　
な　
っ　
て　
い　
な　
い　
と　
回　
答　
。　

七
十
二
時
間
要
件
の
廃
止
に
つ
い
て
は
七

十
六
病
院
（
六
十
三
・
九
％
）
が
「
廃
止
す

べ
き
」
と
回
答
。

【
七
十
二
時
間
要
件
に
つ
い
て
の
意
見
】

ほ
と
ん
ど
の
病
院
で
七
十
二
時
間
要
件
の

廃
止
も
し
く
は
緩
和
を
希
望
し
て
い
る
。

欠
員
を
生
じ
た
場
合
は
、
高
額
な
人
材
紹

介
料
を
支
払
い
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
く
、
経

営
に
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
様
子
も

窺
え
る
。

日
勤
を
希
望
す
る
看
護
師
も
多
く
、
規
制

の
緩
和
が
必
要
と
の
意
見
も
多
い
。

【
ま
と
め
】

多　
く　
の　
病　
院　
が　
七　
十　
二　
時　
間　
要　
件　
へ　
の　
対　
応　

に　
苦　
慮　
し　
て　
い　
る　
実　
情　
が　
窺　
え　
、　
中　
に　
は　
、　
存　

続　
に　
つ　
い　
て　
の　
危　
機　
感　
を　
訴　
え　
る　
回　
答　
も　
あ　

り　
、　
規　
定　
の　
改　
善　
の　
必　
要　
性　
を　
強　
く　
感　
じ　
た　
。　

「平均夜勤時間
72時間以内」

規定について

慢性期医療委員会

アンケート調査報告研修会のご案内（3・4月）
■ 事務管理部会

「平成22年度診療報酬改定に伴う届出事項説明会」

日時：平成22年3月30日（火）午後2時～午後4時

会場：野口英世記念会館（JR千駄ヶ谷駅徒歩9分）

講師：関東信越厚生局東京事務所担当官

定員：先着300名（定員を超えた際は、ご連絡致します）

参加費：会員3,000円 非会員6,000円（当日会場で申し受けます）

■ 教育倫理委員会
「新入職員～病院早わかり研修～」

日時：平成22年4月9日（金）午前9時～午後4時20分

会場：東医健保会館大ホール（JR信濃町駅駅徒歩5分）

内容：「医療とは何か？」「判例から見た医療人のあり方」

「職業人としての心構え」「病院職員のための接遇」「医療の

質とサービスの向上」「医療安全と院内感染防止」「質疑応答」

定員：先着250名（定員を超えた際は、ご連絡致します）

参加費：会員 6,000円　非会員12,000円

（参加費は事前振込制、テキスト・昼食付です）

締切り：平成22年3月31日（水）（テキスト・昼食手配の為）

連絡先：東京都病院協会事務局　TEL：03－5217－0896

新作映画鑑賞のご案内

【キャスト】宮崎香蓮／原日出子／有森也実／天宮良／颯太／

田中実／中西良太／渡辺梓／渡瀬恒彦（特別出演）／佐藤B作 他

【概要】「育子からの手紙」（1 9 8 9年筑摩書房刊）は、1 5歳とい

う若さで他界した少女の「生」と「希望」を世に伝えたい、

その一心で普通の主婦が記した著作を映画化したものです。

■ チケットの購入・上映会主催のお問合せ

「育子からの手紙」製作委員会事務局　03－3400－3800

http://film-crescent.com/ikuko/

文部科学省選定・村橋明郎監督作品

（本調査は平成2 1年8月2 8日から9月1 5日に

かけて実施した結果をまとめたものです）


